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「代行返上を踏まえた
検討事項等について」の
勉強会が開催されました
　平成26年8月7日（木）及び19日（火）に、当基金において、理事及び代議員により、
下記をテーマにした勉強会が開催されました。

①厚生年金基金制度とは

②厚生年金基金制度の見直し法を踏まえた選択肢について

③平成25年度決算予測を踏まえた新制度の設計概要について

④今後のスケジュール等について

◤厚生年金基金制度とは
厚生年金の年金額に上乗せしてお支払いするための基金制度です。

※上乗せ部分の金額は、40年加入・平均給与33万円を前提としています。

　老齢基礎年金・厚生年金は厚生労働省が示すモデル額を記載しています。

厚生年金基金

毎月の年金額に
約2.4万円を
上乗せして
お支払いしています

当基金

老齢基礎年金（国民年金等）
（約6.4万円）

厚生年金
（平均 約9.2万円）

厚生年金
（平均 約9.2万円）

老齢基礎年金（国民年金等）
（約6.4万円）

（ ２ ）

厚生年金基金
（当基金）

厚生年金基金として存続選択肢❶

代行返上選択肢❷

解散選択肢❸

当基金は代行返上の方向で検討をすすめています。

新制度を設計するには、大きく分けて次の３つの事項を決める必要があります。

掛金と給付

◤平成25年度決算予測を踏まえた新制度の設計概要について

◤今後のスケジュール等について

◤厚生年金基金制度の見直し法を踏まえた選択肢について

＊原則として、平成26年４月から５年以内にいずれかを選択する必要があります。

＊『給付＝掛金＋予定運用収益』となるように設計を行う必要があり、上記３つの要素はト
※
レードオフの関係になっています。

＊これらの事項は、新制度移行時の直近決算をもとにした財政計算により、最終的に確定します。

＊その後のスケジュール等については、12月の臨時代議員会で決定する予定です。

いずれも
手続きには
3～4年を
要します

老齢基礎年金
（国民年金等）

厚生年金
《代行部分》

特別掛金 22‰

標準掛金
7‰

代行部分標準掛金
39‰

厚生年金保険料
135.74‰

加算部分

基本プラスアルファ部分

内、基本部分15‰
内、加算部分7‰

上乗せ年金額を
積み立てるための掛金

事業主負担

国の厚生年金の給付を
積み立てるための掛金

労使折半で負担

基金財政上の不足を
埋めるための掛金

（平成34年12月で終了）

事業主負担

新制度の設計概要を提案予定平成26年９月 理事会・代議員会

新制度の設計概要を踏まえて、代行返上方針を決定予定平成26年12月 臨時代議員会

①予定利率の水準 ②掛金の水準 ③給付水準と内容

※トレードオフとは、一方を追求すれば他方を犠牲にせざるを得ないという関係のことをいいます。したがって、この３つの要素の長所と短所をすべ
て考慮したうえで、決定することになります。
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